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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第30期

第３四半期連結
累計期間

第31期
第３四半期連結
累計期間

第30期
第３四半期連結
会計期間

第31期
第３四半期連結
会計期間

第30期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 3,364,1723,333,7481,285,1291,220,0684,434,013

経常利益（千円） 24,680 51,085 25,599 43,451 43,644

四半期（当期）純利益（千円） 1,090 46,559 15,686 44,409 10,790

純資産額（千円） － － 1,274,9531,311,8961,283,297

総資産額（千円） － － 3,859,1363,892,0433,757,675

１株当たり純資産額（円） － － 303.47 314.27 305.30

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
0.26 11.15 3.75 10.63 2.58

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 32.8 33.7 33.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△30,400 35,703 － － 46,758

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△105,873△123,894 － － △144,285

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△29,624 78,977 － － △71,677

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 617,564 605,046 614,259

従業員数（人） － － 226 234 229

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

　　　　　　　せん。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

　な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 234(125)

　　（注）　従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載してお

ります。

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 209(36)

　　（注）　従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

１）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　
前年同四半期比（％）　

　

製造卸売事業（千円） 1,056,332 98.1

宅配事業（千円）     －     －

合計（千円） 1,056,332 98.1

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．宅配事業は、商品及び製造卸売事業で生産した製品の販売を行っておりますので、生産実績はありません。

２）商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　
前年同四半期比（％）　

　

製造卸売事業（千円） 6,952 84.2

宅配事業（千円） 86,169 100.0

合計（千円） 93,122 98.6

　（注）１．金額は仕入価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当社グループは見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(3）販売実績　

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　
前年同四半期比（％）　

　

製造卸売事業（千円） 1,041,971 95.5

宅配事業（千円） 178,096 92.0

合計（千円） 1,220,068 94.9

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

生活協同組合連合会グリーンコープ連合 429,774 33.4 397,021 32.5

生活クラブ事業連合生活協同組合連合会 223,725 17.4 227,098 18.6

合計 653,499 50.8 624,120 51.1

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

３【経営上の重要な契約等】

    　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1）業績の状況

　　当第３四半期連結会計期間（10～12月）におけるわが国の経済は、外需や経済対策の下支えにより景気の持ち直

  しの動きが見られたものの、雇用情勢は一層厳しさを増しており、所得環境の悪化により個人消費が低迷し、先行

  き不透明な状況が続いております。

　　食品業界におきましては、景気低迷に伴う消費者の生活防衛意識により、価格競争は一段と強まり、引き続き厳

　しい状況となっております。

　　そのような中、当社の主たる販売先である産直型の生活協同組合にも節約志向・低価格志向の波が影響し、鶏肉

　や鶏卵の売上高が前年を下回りました。しかしながら鶏肉の冷凍加工食品の売上高は前年を大きく上回り、また販

　売単価も前年同期を上回ったことなどにより、利益面では増益を確保することができました。　

　　以上の結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は12億20百万円（前年同期比5.1％減）、営業利益は47百万円

　（前年同期比104.6％増）経常利益は43百万円（前年同期比69.7％増）、四半期純利益は44百万円（前年同期比

　183.1％増）となりました。 

　

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　

（製造卸売事業）

　冷凍加工食品の販売が引き続き好調でありましたが、主力の鶏肉と鶏卵が低価格志向の影響により前年を下回

　　　り、売上高は減少いたしました。利益面につきましては、冷凍加工食品の売上増加と、販売単価が前年同期を上回

　　　ったことが増益要因となりました。また旅費交通費や販売手数料の圧縮により販売費及び一般管理費を削減するこ

　　　とができました。

　　　　この結果、製造卸売事業の売上高は、10億41百万円（前年同期比4.5％減）、営業利益は95百万円（前年同期比

　　　40.5％増）となりました。

　

　（宅配事業）　

　　　当社の食品を中心に会員宅に毎週商品をお届けする会員制宅配事業「スマイル生活」につきましては、客単価

　　は前年を上回りましたが、会員数が前年同期を下回ったため、売上高は減少いたしました。

　　　また9月より既存の牛乳宅配事業を移管の上、新規事業としてスタートした牛乳宅配サービス「クリム」につき

　　ましては、その立ち上げと商品開発等の先行投資に伴い販売費及び一般管理費の増加要因となりました。

　　　　この結果、宅配事業の売上高は１億78百万円（前年同期比8.0％減）、営業利益は0.9百万円（前年同期比84.2％

　　　減）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの分析

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連結会計期間末

に比べ62百万円減少し、６億５百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は35百万円になりました。

　これは主として、税金等調整前四半期純利益（41百万円）、減価償却費（32百万円）、未収入金の減少（32百万

円）、たな卸資産の減少（19百万円）等から、売上債権の増加（１億82百万円）、賞与引当金の減少（25百万円）を
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控除したことによるものであります。

　なお、売上債権の増加につきましては、当社の売上は最需要期である12月が１年で一番多いため、９月末と比べて

増加したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果使用した資金は39百万円になりました。

　これは主として、貸付けによる支出（41百万円）、有形固定資産の取得による支出（14百万円）等から、貸付金の

回収による収入（22百万円）等を控除した結果によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動の結果獲得した資金は13百万円になりました。

　これは主として、短期借入金の純増（50百万円）等から、長期借入金の返済による支出（33百万円）等を控除した

結果によるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、6,528千円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【設備の状況】
　(1）主要な設備の状況

　　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　(2）設備の新設、除却等の計画

　  当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,179,000 4,179,000ジャスダック証券取引所
単元株式数

1,000株

計 4,179,000 4,179,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日
－ 4,179 － 714,150 － 381,030

　

（５）【大株主の状況】

  大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま　せ

ん。

EDINET提出書類

株式会社秋川牧園(E00344)

四半期報告書

 8/26



（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     4,000 － －　

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,170,000 4,170　　　　　－

単元未満株式 普通株式     5,000 －
１単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数 普通株式 4,179,000 － －

総株主の議決権 － 4,170 －

 

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱秋川牧園
山口県山口市仁保

下郷317
4,000  － 4,000 0.10

計 － 4,000 　－ 4,000 0.10
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 420 460 430 495 496 565 563 500 465

最低（円） 400 385 420 420 491 490 560 420 400

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間（平成

21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。　　　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 584,630 603,856

受取手形及び売掛金 638,795 478,580

有価証券 20,415 10,403

商品及び製品 103,706 101,704

仕掛品 271,333 226,128

原材料及び貯蔵品 52,618 37,921

その他 322,013 312,406

貸倒引当金 △745 △1,073

流動資産合計 1,992,768 1,769,928

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 690,292

※1
 708,948

土地 668,471 668,471

その他（純額） ※1
 208,194

※1
 241,319

有形固定資産合計 1,566,958 1,618,740

無形固定資産

のれん 60,196 70,592

その他 21,746 26,036

無形固定資産合計 81,942 96,628

投資その他の資産 ※2
 250,374

※2
 272,378

固定資産合計 1,899,275 1,987,747

資産合計 3,892,043 3,757,675

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 392,398 351,050

短期借入金 1,300,000 1,300,000

未払法人税等 4,999 14,297

賞与引当金 13,982 29,429

その他 383,461 366,302

流動負債合計 2,094,842 2,061,080

固定負債

長期借入金 274,426 206,031

退職給付引当金 148,838 141,456

役員退職慰労引当金 42,192 40,234

その他 19,848 25,574

固定負債合計 485,305 413,297

負債合計 2,580,147 2,474,378
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 714,150 714,150

資本剰余金 554,541 554,541

利益剰余金 43,517 5,309

自己株式 △3,163 △2,525

株主資本合計 1,309,045 1,271,475

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,850 3,423

評価・換算差額等合計 2,850 3,423

少数株主持分 － 8,397

純資産合計 1,311,896 1,283,297

負債純資産合計 3,892,043 3,757,675
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 3,364,172 3,333,748

売上原価 2,648,502 2,577,186

売上総利益 715,669 756,561

販売費及び一般管理費 ※1
 701,698

※1
 695,379

営業利益 13,971 61,182

営業外収益

受取利息 4,193 3,103

受取配当金 546 805

補填金収入 22,748 616

負ののれん償却額 － 1,692

その他 5,907 4,564

営業外収益合計 33,394 10,782

営業外費用

支払利息 22,334 20,766

その他 350 111

営業外費用合計 22,685 20,878

経常利益 24,680 51,085

特別利益

固定資産売却益 1,060 431

貸倒引当金戻入額 － 299

その他 224 －

特別利益合計 1,284 731

特別損失

固定資産売却損 364 2,168

固定資産除却損 1,607 2,884

投資有価証券評価損 8,410 －

特別損失合計 10,381 5,053

税金等調整前四半期純利益 15,583 46,763

法人税、住民税及び事業税 7,259 5,190

法人税等調整額 6,527 △5,256

法人税等合計 13,787 △65

少数株主利益 705 269

四半期純利益 1,090 46,559
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 1,285,129 1,220,068

売上原価 1,026,811 937,153

売上総利益 258,317 282,915

販売費及び一般管理費 ※1
 235,303

※1
 235,816

営業利益 23,014 47,098

営業外収益

受取利息 1,268 773

受取配当金 166 166

補填金収入 6,616 －

負ののれん償却額 － 1,692

その他 2,058 736

営業外収益合計 10,109 3,367

営業外費用

支払利息 7,405 6,971

その他 118 43

営業外費用合計 7,524 7,014

経常利益 25,599 43,451

特別利益

固定資産売却益 15 －

特別利益合計 15 －

特別損失

固定資産売却損 － 649

固定資産除却損 140 850

投資有価証券評価損 8,410 －

特別損失合計 8,550 1,499

税金等調整前四半期純利益 17,064 41,952

法人税、住民税及び事業税 2,553 1,081

法人税等調整額 △1,404 △3,632

法人税等合計 1,149 △2,551

少数株主利益 229 93

四半期純利益 15,686 44,409
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 15,583 46,763

減価償却費 106,361 101,955

のれん償却額 10,395 8,703

貸倒引当金の増減額（△は減少） △116 △347

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,724 △15,447

退職給付引当金の増減額（△は減少） 14,200 7,381

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,834 1,957

受取利息及び受取配当金 △4,739 △3,909

支払利息 22,334 20,766

有形固定資産売却損益（△は益） △695 1,737

有形固定資産除却損 1,607 2,884

投資有価証券評価損益（△は益） 8,410 －

売上債権の増減額（△は増加） △155,050 △160,214

たな卸資産の増減額（△は増加） △39,019 △61,903

未収入金の増減額（△は増加） △45,045 35,598

仕入債務の増減額（△は減少） 69,168 41,348

その他 8,868 40,823

小計 9,372 68,096

利息及び配当金の受取額 4,467 3,892

利息の支払額 △21,758 △20,480

法人税等の支払額 △22,482 △15,804

営業活動によるキャッシュ・フロー △30,400 35,703

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △95,533 △108,268

有形固定資産の売却による収入 3,010 4,495

投資有価証券の取得による支出 △15,000 －

子会社株式の取得による支出 － △6,975

貸付けによる支出 △19,760 △54,900

貸付金の回収による収入 32,573 43,408

ソフトウエアの取得による支出 △10,888 △250

その他 △275 △1,405

投資活動によるキャッシュ・フロー △105,873 △123,894

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △180,000 －

長期借入れによる収入 236,400 200,000

長期借入金の返済による支出 △77,902 △103,599

自己株式の取得による支出 － △638

配当金の支払額 － △8,490

その他 △8,122 △8,293

財務活動によるキャッシュ・フロー △29,624 78,977
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △165,898 △9,213

現金及び現金同等物の期首残高 783,463 614,259

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 617,564

※1
 605,046

EDINET提出書類

株式会社秋川牧園(E00344)

四半期報告書

17/26



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．会計処理基準に関する事項の変更 　該当事項はありません。

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結損益計算書関係）

　前第３四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に含めて表示しておりました「貸倒引当金戻入額」は、特

別利益総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。

　なお、前第３四半期連結累計期間の特別利益の「その他」に含まれる「貸倒引当金戻入額」は124千円であります。

　　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性が低下していることが明らかな

ものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によって

おります。

２．固定資産の減価償却費の算定方法　 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定する方法によっております。

３．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延

税金負債の算定方法　

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目等を重要なも

のに限定する方法によっております。

　また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降

に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっております。

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　連結子会社の機械装置については、従来、耐用年数を主に９年としておりましたが、法人税法の改正を契機として資産の

利用状況等を見直した結果、第１四半期連結会計期間より主に10年に変更しております。

　この変更に伴う影響額は軽微であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,731,702千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,664,743千円で

あります。

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 477　千円

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 497千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は次のとおりであります。

荷造運送費 176,338千円

給与手当 178,982 

賞与引当金繰入額 2,664 

退職給付引当金繰入額 5,864 

役員退職慰労引当金繰入額 9,834 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は次のとおりであります。

荷造運送費

176,175　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

千円

給与手当 176,853 

賞与引当金繰入額 3,905 

退職給付引当金繰入額 6,874 

役員退職慰労引当金繰入額 1,957 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は次のとおりであります。

荷造運送費 63,314千円

給与手当 60,820 

賞与引当金繰入額 2,664 

退職給付引当金繰入額 3,088 

役員退職慰労引当金繰入額 655 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は次のとおりであります。

荷造運送費 62,232千円

給与手当 59,281 

貸倒引当金繰入額 

賞与引当金繰入額 

49

3,905

　

 

退職給付引当金繰入額 1,650 

役員退職慰労引当金繰入額 655 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在） （平成21年12月31日現在）

現金及び預金勘定 607,169千円

マネー・マネージメント・ファンド 10,395千円

現金及び現金同等物 617,564千円

　

現金及び預金勘定 584,630千円

マネー・マネージメント・ファンド 20,415千円

現金及び現金同等物 605,046千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  4,179,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  4,639株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年６月25日

定時株主総会
普通株式 8,351 2  平成21年３月31日 平成21年６月26日利益剰余金

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

　該当事項はありません。

５．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 
製造卸売事業
（千円）

宅配事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 1,091,468193,6601,285,129 － 1,285,129

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
33,976 947 34,923 　(34,923) －

計 1,125,445194,6081,320,053(34,923)　1,285,129

営業利益 67,944 6,332 74,277 (51,262)23,014

当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

 
製造卸売事業
（千円）

宅配事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 1,041,971178,0961,220,068 － 1,220,068

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
32,267 927 33,194　　(33,194) －

計 1,074,239179,0241,253,263(33,194) 1,220,068

営業利益 95,468 999 96,468 (49,369) 47,098

前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

 
製造卸売事業
（千円）

宅配事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 2,843,432520,7393,364,172 － 3,364,172

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
92,946 2,652 95,598 (95,598)　 －

計 2,936,378523,3913,459,770(95,598)　3,364,172

営業利益又は営業損失（△） 186,125 △7,269 178,855(164,884)13,971

当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

 
製造卸売事業
（千円）

宅配事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 2,838,601495,1473,333,748 － 3,333,748

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
87,375 3,591 90,966 (90,966) －

計 2,925,976498,7393,424,715(90,966) 3,333,748

営業利益又は営業損失（△） 227,171△10,967 216,204(155,021) 61,182

　（注）１．事業区分の方法

　事業は、業務の専門性及び業態を考慮して区分しております。
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２．各区分に属する主要な商・製品

事業区分 主要な商・製品

製造卸売事業 健康食肉　健康加工食品　健康鶏卵　健康牛乳

宅配事業
健康食肉　健康加工食品　健康鶏卵　健康牛乳

有機農産物　一般健康食品等

３．会計方針の変更

前第３四半期連結累計期間　

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１.（１）に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適

用しております。この変更に伴う影響額は軽微であります。

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計会計期間

（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間（自

平成21年10月１日　至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20

年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

海外売上高がないため該当事項はありません。

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末に比べて著しい変動がありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当社グループは、デリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当社グループは、ストック・オプションを付与しておりませんので、該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 314.27円 １株当たり純資産額 305.30円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 0.26円 １株当たり四半期純利益金額 11.15円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（千円） 1,090 46,559

普通株主に帰属しない金額（千円） ―     ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,090 46,559

期中平均株式数（千株） 4,175 4,175

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 3.75円 １株当たり四半期純利益金額 10.63円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（千円） 15,686 44,409

普通株主に帰属しない金額（千円） ―     ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 15,686 44,409

期中平均株式数（千株） 4,175 4,174

（重要な後発事象）

 　　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　前連結会計年度末に比べ著しい変動がありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月５日

株式会社秋川牧園

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 板谷　宏之　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 宮本　芳樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社秋川牧園の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社秋川牧園及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月２日

株式会社秋川牧園

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 世良　敏昭　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮本　芳樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社秋川牧園の

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社秋川牧園及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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